








研究の目的:超未熟児の発生状況と入院までの経過、生命予後を知る目的で研究班員施設

におけるデータを収集した。

[対象]対象としたのは 1991 年度に下記の施設に入院した出生体重 1000g 未満の超未熟児

である。

研究協力施設は埼玉医科大学総合医療センター、埼玉県立小児医療センター、松戸市立病

院、北里大学、東邦大学、新潟大学、新潟市立病院、高槻病院、神戸大学、兵庫県立こど

も病院、愛媛県立中央病院、聖マリア病院である。


